
 事業者・団体名 関係機関との連携活動 広報・啓発活動 パトロール活動
少年の非行防止

青少年の健全育成活動
安全・安心まちづくりに
ついての話し合い、協議

 防犯研修会（教室）
 の開催

街頭活動、街頭キャン
ペーンの実施 ・参加

犯罪防止に配慮し た
環境整備

そ　の　他

長崎県退職者連合

〇年間4回発行の広報
誌に「ニセ電話詐欺」の
注意喚起記事を掲載。

〇「高齢者が安心・安心に暮
らすには」をテーマに、ニセ電
話詐欺と交通安全対策の学
習会を実施した。

〇佐世保市内１０か所の
小学校通学路で立哨見
守り、声掛けを実施。

長崎県私立幼稚園・認定こども園ＰＴＡ連合会

〇各加盟園における「生
活安全ニュース」「もって
こいネットワーク通信」の
活用。

〇各学校区内におけるパ
トロール活動に参加。

〇長崎県犯罪のない安
全・安心まちづくり推進
県民会議への参加。

長崎市ＰＴＡ連合会

〇市教委及び市（少年セ
ンター等）との連携に努
めた。また、育成協・子ど
もを守るネットワーク等と
の連携・協力を図った。

（各ＰＴＡ）
〇学校、自治会、子ども
会、警察、育成協、児童
民生委員、保護司、学童
等との連携・協力をした。

〇市Ｐ連ホームページに
よる広報・啓発を行った。
〇市Ｐ連広報紙による広
報・啓発。
〇広報紙研修会の開催。

（各ＰＴＡ）
〇単ＰのＰＴＡ新聞による
広報・啓発活動に努め
た。

〇大型商業施設及び周
辺の巡回指導。
（各ＰＴＡ）
〇登下校時の見守り活
動、校区内パトロールの
実施。
〇100人パトロールの実
施。

〇「長崎っ子の約束」（ポ
スター）を配布し、ルール
づくりや制限の必要性に
ついて呼びかける。
〇通信端末機使用につ
いての研修会実施（ファ
ミリープログラム）
〇安全安心メールの有
効活用。

（各ＰＴＡ）
〇通信端末機使用につ
いての研修会の実施。
〇講演会の実施。
〇あいさつ、声かけ運動
の実施。

〇長崎安全・安心まちづ
くり推進協議会への参
加。
〇子どもを守るネットワー
ク会議への参加。

（各ＰＴＡ）
〇子どもを守るネットワー
ク会議への参加。
〇少年センター補導委員
研修会への参加。
〇校区内安全マップ等の
作成。

〇メディアルールの啓発（チラ
シの配布）
〇メディア関連の研修医会の
開催。

（各ＰＴＡ）
〇メディアルールの啓発（チラ
シの配布）
〇メディア関連の研修会の開
催。

〇ココロねっこ、暴追パ
レードへの後援や参加協
力。
〇「ながさきエコライフ・
フェスタ」における清掃
活動に市Ｐ連役員が参
加した。

〇大型商業施設及び周辺の
巡回指導。
〇100人パトロールへの参
加。

（各PTA）
〇危険箇所のチェック。

〇単位PTAを中心に
「ファミリープログラム」
を実施。
〇安全安心メール加入
促進。現在、各単Ｐ会長
全員加入。

ダイヤランドまちづくり連絡協議会

〇大浦警察署の指導の
下、4年ぶりに「第16回
防犯パレード」を210名
の参加者で実施した。
又、消防機関・市危機管
理室と連携して「防災体
験広場」を実施。参加者
100名。

〇広報活動と情報発信
のツールとして毎月「ま
ちづくり通信」 を1,800
部作成して会員各戸に
配布して、協議会活動へ
の 理解と協力を得るよう
に努力してきた。

〇青パト見守り活動も5
年度191回実行。下校
時刻に子供達が 挨拶を
くれる。又、南小の子ども
を守るネットワークの夏
休み夜間パトロールに会
員と民生委員20名で参
加。

〇年間4回の全体会で、
適宜、小ヶ倉交番の警察
官に管内の事故・事件の
発生件数や発生した犯
罪等の説明を受けて防
犯についての考え方等を
学んだ。

〇第16回「防犯パレー

ド」を開催。♦ 令和5年

11月12日(日) 10:00
～11:30　参加者数
210名。  2003年協議
会発足当初から続くイベ
ントで、途中、コロナで4
年間中断したものの、今
回で16回目の開催を迎
えた。

〇団地内の各自治会では、毎
月第1日曜日の一斉清掃日
で、常に環境美化活動を心が
けている。また、 協議会内に環
境を整備する「整美部」が有
り、四季折々の 花々を植栽し、
年間を通じて環境美化に努め
ている。

〇組織を構成している団

体である 育成協•育友

会• 子どもを守るネット
ワーク等の事業も協議会
の事業の一環 と捉えて、
協力しあって取り組んで
いる。

長与北部地区コミュニティ運営協議会

〇青パト隊によるパト
ロール。児童の下校時の
安全指導及び夜間パト
ロールを実施。

（公財）長崎県老人クラブ連合会

〇本連合会事業計画項
目の「生活と地域を豊か
にする活動」の一環とし
て「防犯、安全対策、交
通安全等の地域見守り
活動の推進」を盛り込
み、機関誌による広報や
研修会等で啓発を実施
した。

〇単位老人クラブにおい
て学校・自治会等と連携
し「地域（子供）見守りパ
トロール活動」を実施し
ている。

〇単位老人クラブにおい
て学校・子供会等に対す
るシニアスポーツの指導
や伝統技能・芸能の伝
承活動により交流を実施
している。

（一財）長崎県地域婦人団体連絡協議会

〇学校、自治会等との連
携を強化し防犯活動に
協力した。
〇ココロねっこ運動への
協力。

〇広報紙や研修会等で
啓発を図った。

〇各地区にて通学路で
の登下校時に「あいさつ
運動」「見守り活動」を
行った。

〇各地区で声かけ運動
を行った。
〇各地で郷土芸能・郷土
料理伝承活動にて子ど
もと高齢者の交流を引き
続き実施した。

〇長崎県犯罪のない安
全・安心まちづくり推進
県民会議出席。

〇ココロねっこパレードへ
の参加。
〇暴力追放「いのちを守
る」長崎市民集会への参
加。

長崎県生活学校連絡協議会
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街頭活動、街頭キャン
ペーンの実施 ・参加
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そ　の　他

長崎県警友会連合会

〇長崎県警、長崎県犯罪
のない安全・安心まちづ
くり推進県民会議等と連
携し、子供の見守り活
動、防犯パトロール、交通
事故やニセ電話詐欺防
止の広報啓発活動を実
施した。

〇会報誌に「長崎におけ
る高齢者の現状と交通
事故防止対策」を掲載
し、会員及び各種会合等
において広報啓発した。

〇年金支給日における
金融機関、ATM周辺に
おける声かけ、警戒等に
より特殊詐欺被害の防
止活動を実施した。
〇小学校区において朝
夕の見守り活動、定期的
な防犯パレードを実施し
た。
〇地域安全運動に伴う
パレードへの参加、防犯
パトロールを実施した。
〇橘地区における青パト
による警戒活動を実施し
た。
〇大型商業施設、各種イ
ベント会場におけるパト
ロールを実施した。

〇夏祭り、花火大会など
各種イベント会場や大型
商業施設等において、少
年の非行防止のため、巡
回パトロールを実施し
た。

〇長崎県犯罪のない安
全・安心まちづくり推進
県民会議へ参加し、活動
状況を報告するなど協
議・連携した。

〇交通安全運動期間中
の街頭パレードに参加
し、交通事故防止の広報
啓発に努めた。
〇地域安全活動のキャン
ペーンに参加し、防犯意
識の高揚に努めた。
〇年末年始の防犯キャン
ペーンに参加し、防犯意
識の高揚に努めた。
〇通学路の見守り活動、
パトロールに努めた。
〇夏祭りや花火大会等
において少年非行防止、
防犯パトロールに努め
た。

（一社）長崎県医師会　

〇特別な活動は行ってい
ないが、例年、長崎犯罪
被害者支援センターの
賛助会員として同セン
ターの活動を支援してい
る。県警察本部からの依
頼により、県医師会及び
県産婦人科医会では、
性犯罪捜査に協力する
ため、県警と県産婦人科
医会がネットワークを構
築し、性犯罪被害に対す
る全県下における協力
体制の取り組みを行っ
た。

〇県医師会報誌、または
郡市医師会を通じて、医
師会員に周知すべき事
案についてはその都度対
応している。また、県警の
防犯情報「もってこい
ネットワーク通信」及び
「サイバーセキュリティ関
連情報」発信等で防犯
意識を高めると共に、県
警サイバー犯罪対策課と
共催で医療機関を対象
にセキュリティ対策研修
会を実施した。

〇学校保健活動を通じ
て、児童の健やかな心身
の育成に貢献。また、県
医師会健康スポーツ表
彰制度を通じて青少年
の健全育成に尽力した。
また、喫煙率の低下と受
動喫煙の防止は、県民の
健康を守るための喫緊
の課題であり、「世界禁
煙デー（５月31日）」及
び「禁煙週間（５月31日
～６月６日）」には、郡市
医師会を通じて、喫煙及
び受動喫煙による健康
被害について周知すると
ともに、青少年の健全育
成等の取り組みについて
協力方を行った。

〇サイバー攻撃を未然に防止
するため、県警等と「長崎県
サイバーセキュリティに関する
相互協力協定」を締結し、情
報共有目的にセキュリティ対
策研修会等を実施した。

〇長崎県こども政策局と
県医師会、県産婦人科
医会が協力し、児童虐待
予防のため、産科医療機
関が持つ妊娠初期から
産後１か月くらいまでの
母子の情報について、行
政における保健、福祉が
共有し、必要な支援につ
なげていくためのシステ
ムを県内全域に普及さ
せる取り組みを行ってい
る。

日本放送協会長崎放送局

〇報道機関として、行政・
警察他関係機関への取
材活動を通じて、安全・
安心の情報を発信した。

〇ニュース・番組等を通
じて、安心・安全の情報
を発信した。

（株）長崎新聞社

〇コロナ禍が終わって取
材活動が本格化。各団
体とのコミュニケーション
も対面でできるようにな
り、長崎新聞の紙面・ネッ
トニュースを通して安全・
安心なまちづくりに一定
貢献できた。

〇県内各団体や警察の
安全・安心なまちづくりに
向けた取組、政府の動き
などを紙面・ホームペー
ジで発信したほか、高齢
者らを狙った特殊詐欺の
手口、犯罪統計なども記
事化した。

〇青少年健全育成活動
は、活動の記事化を通し
て現場の様子や地域ご
との課題を発信した。

国立大学法人長崎大学
〇禁止薬物に関する講
話により啓発を図った（4
月・12月に実施）

〇長崎県犯罪のない安
全・安心まちづくり推進
会議へ参加。

〇消費者トラブルに関する講
話（新入生向け）を実施。
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（公社）長崎県防犯協会連合会

〇県、警察、県下各地区
防犯協会及び防犯ボラ
ンティアなどと連携し、犯
罪なく３ば運動、ニセ電
話詐欺被害防止をはじ
めとした各種犯罪防止
対策に積極的に取り組
んだ。

〇テレビ、新聞等メディア
及びホームページを活用
した防犯広報を実施し
た。
〇公共交通機関(バス)
を活用し、ニセ電話詐欺
被害防止広報大使の歌
手前川清氏題材のニセ
電話詐欺被害防止ラッ
ピング広報を９月から６
か月間実施した。
〇防犯ポスター、標語、青
パト活動写真を募集及
び防犯ポスターの展示を
実施した。
〇募集した防犯ポス
ター、標語で入選した作
品で、防犯ポスターを作
成し、公共交通機関４社
のバス車内に掲示し防
犯活動の強化及び防犯
意識の向上を実施した。
〇実施した防犯キャン

〇青色防犯パトロール団
体に対し、活動用資器材
及び活用資料を提供す
るなどの支援を行った。

〇県内の小中学校など
にチラシを配布して、薬
物の乱用防止、非行防
止等の広報啓発活動を
実施した。

〇長崎県犯罪のない安
全・安心まちづくり推進
県民会議に参加した。

〇風俗営業等管理者に対す
る講習会を開催した。

〇１２月１５日、岩屋郵便
局で郵便局員、生活消
費者センター・県警とニ
セ電話詐欺被害防止及
び犯罪予防を目的とし
て、広報チラシ・リーフ
レット・防犯キャンペーン
グッズを来客、通行人に
配布した。

〇住民の規範意識向上と犯
罪に強い地域環境つくりの一
環として、自治会住民及び地
区防犯協会・防犯ボランティ
アと合同で落書き消し活動を
実施した。
　※　実施個所～南島原市内
の２箇所

大村市竹松地区防犯協会

〇大村市安全対策課・大
村警察署と連携し、竹松
地区セーフティモデルタ
ウン計画を継続実施。

〇生活安全ニュース及び
県警キャッチくんの情報
及び防犯チラシの配布、
２０町内会長に啓発活動
実施。

〇年間計画に基づき、富
の原小学校及び竹松小
学校区に対し、青色回転
灯付広報車によるパト
ロール実施。年間96回
延べ210名参加。
〇パトロール実施時、ＪＲ
竹松駅前駐輪場の無施
錠自転車に施錠をお願
いするカードの取り付け
を実施。

〇児童の見守り活動、通
学路をパトロール及び地
域住民による「挨拶・声
かけ」運動の実施。

〇生活安全ニュース、県
警発信のキャッチくんや
防犯広報紙等による各
町内会長、各町内の各
種会合等において説明
等をお願いした。

〇大村市連合防犯協会理事
会及び総会に参加。ニセ電話
詐欺が依然として減少しない
ため撲滅宣言の実施。

〇薬物乱用撲滅のため
街頭キャンペーンの実
施。（大村ジャスコ店広
場）

〇各町内会は犯罪行為の場
所にならないよう各公園広場
の清掃、樹木の剪定を定期的
に実施。

〇防犯灯新設
　・竹松地区防犯協会単
独予算（新設５基）
・大村市連合防犯協会
予定（竹松地区新設１８
基）　計２３基。

長崎県少年補導員連絡協議会

〇令和５年度「ココロねっ
こ」運動への協力参加。
長崎県青少年育成県民
会議への参加。
〇青少年の非行・被害防
止全国強調月間に伴う
行事等への参画（７月）

〇「ココロねっこパレー
ド」への後援・協力（11
月）
〇子供・若者育成支援推
進強調月間に伴う非行
防止活動への参画。

〇各地区による随時街
頭補導の他、毎月１回街
頭補導を実施。
〇祭礼行事等における
特別補導の実施。
〇児童生徒の登下校時
における見守り活動と校
区内パトロール。

〇各地区による随時街
頭補導の他、月１回街頭
補導を実施。
〇祭礼行事等における
特別補導の実施。
〇児童生徒の登下校時
における見守り活動と校
区内パトロール。
〇警察や関係機関等と
連携した少年の立ち直り
支援・居場所づくり活動
の実施。

〇令和５年度長崎県犯
罪のない安全・安心まち
づくり推進県民会議出
席。

〇各地区少年補導員の技量
向上のための各種研修会の
実施。

〇各地区の行事に合わ
せた少年非行・犯罪防
止キャンペーンの実施。
〇20歳未満飲酒防止並
びに飲酒運転撲滅全国
統一キャンペーンに伴う
協力・参加。

〇登下校ルート及び駐輪場等
における防犯診断の実施。

〇少年補導員としての技
量向上を目的とした各種
研修会への参加。
〇全国少年警察ボラン
ティア協会主催「少年問
題シンポジウム」出席
（11月：東京都）
〇警察庁主催「少年警
察ボランティア・リーダー
シップ研修会」出席（２
月：東京都）

浦上警察署管内少年を守る母の会連合会

〇警察と連携し活動を進
めた。

〇ココロねっこパレードに
参加。
〇年末キャンペーンに参
加。

〇各地区で実施。 〇登下校の見守りを行
う。

〇長崎県犯罪のない安
全・安心まちづくり推進
県民会議への参加。

長崎県二輪車自転車商協同組合

〇浦上署警察署交通課
の方に街頭にて自転車
利用者を止めてもらい、
自転車のヘルメット着用
の確認とブレーキ、リフレ
クタ等の点検を実施。

〇長崎県犯罪のない安
全・安心まちづくり推進
県民会議、安全・安心ま
ちづくり長崎県大会(大
村市)へ出席。

〇浦上警察署交通課の
方と街頭にて自転車の
ヘルメット着用努力義務
化の啓発活動を実施。

〇県内の小中高校で自転車
の安全点検時に防犯登録の
推進と自転車盗難防止のた
めの鍵の二重ロックの必要性
の講習会を実施した。
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 事業者・団体名 関係機関との連携活動 広報・啓発活動 パトロール活動
少年の非行防止

青少年の健全育成活動
安全・安心まちづくりに
ついての話し合い、協議

 防犯研修会（教室）
 の開催

街頭活動、街頭キャン
ペーンの実施 ・参加

犯罪防止に配慮し た
環境整備

そ　の　他

（一社）長崎県建設業協会　

○「全国交通安全運動」
（春・秋）、「交通安全県
民運動」（夏・年末）の実
施について、HPにより会
員へ周知・協力依頼。
○暴力追放運動など職
員を対象とした所内回
覧。

○長崎県犯罪のない安
全・安心まちづくり推進
県民会議への参加。

（一社）長崎県建築士会

〇悪徳なリフォーム業者
は一向に減らない。消費
者自身が賢く、強くなら
なくては防げない。何事
も自分で調べることの重
要性を啓発。

〇仕事場への行き帰りで
の挨拶が一時期増えて
きたが、コロナ感染症に
よる閉じこもりか、人間関
係が極めて希薄になり、
さらにはマスク着用の弊
害で感情がわかりづらく
なり、犯罪増加に繋がり
かねない危機感を感じ
た。近年では子供たちに
気軽に声をかけることす
ら「通報案件」となる事
例も増え、さらなる人間
関係の危機感を感じる。
社会問題である。

〇長崎県犯罪のない安
全・安心まちづくり推進
県民会議へ参加。

（一社）長崎県警備業協会

〇企業等安全対策懇話
会に出席し、警察本部、
暴追センター等と連携し
て、暴排活動を推進し
た。
〇暴追センター理事会に
協会会長が出席した。

〇協会発行の機関誌で、
ニセ電話詐欺被害防止
の広報啓発活動を実施
した。（第７７号、令和６年
２月発刊）
〇「警備の日」の広報
キャンペーンにおいて、長
崎県警察作成のニセ電
話詐欺被害防止のチラ
シ300部を通行人に配
布し、広報啓発活動を実
施した。

〇「安全・安心まちづくり
パートナーシップ事業
所」として登録している9
社の警備業者において、
見守り活動、ＡＴＭコー
ナーでのニセ電話詐欺
被害防止のパトロール活
動を実施した。
〇青パト登録の警備業
者「トラスト１」により、長
崎市立古賀小学校区内
において、青パトによるパ
トロール活動を実施し
た。

〇警備業者において、登
下校時間帯における通
学路での見守り活動を
実施した。

〇長崎県犯罪のない安
全・安心まちづくり推進
県民会議に出席した。
〇地域安全・暴力追放運
動「安全・安心まちづくり
長崎県大会」に出席し
た。

〇防犯指導技能養成研修会
に参加した。
〇「テロ対策パートナーシップ
長崎」の定例会に出席した。

〇「警備の日」街頭キャ
ンペーンを実施し、安全・
安心まちづくりやニセ電
話詐欺被害防止の広報
活動を実施した。

〇「安全・安心まちづくりパー
トナーシップ事業所」の幟を事
務所に掲示し、取組事業所で
あることの周知に努めた。

〇犯罪被害者等支援講
演会に出席した。

長崎県中小企業団体中央会

〇長崎県警察本部サイ
バー犯罪対策課と連携
した「サイバーセキュリ
ティ通信」のホームペー
ジでの周知。

〇ココロねっこパレード
（１１月）への後援及び
参加。
〇「犯罪なく３ば運動」の
啓発。

〇長崎県犯罪のない安
全・安心まちづくり推進
県民会議（6/12）への
参加。

長崎県商工会議所連合会　
〇イベントの実施等につ
いて所轄警察署と事前
協議を行った。

〇長崎地区暴力追放運
動協議会への参画。
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 事業者・団体名 関係機関との連携活動 広報・啓発活動 パトロール活動
少年の非行防止

青少年の健全育成活動
安全・安心まちづくりに
ついての話し合い、協議

 防犯研修会（教室）
 の開催

街頭活動、街頭キャン
ペーンの実施 ・参加

犯罪防止に配慮し た
環境整備

そ　の　他

長崎県商工会連合会　

〇時津警察署協議会に
委員として参画し、地域
の様々な問題について、
犯罪のない安全・安心な
まちづくり、交通安全、災
害対策について協議、意
見交換を行った。
〇長与町交通安全対策
協議会に委員として参
画。
〇時津町安心・安全まち
づくり町民大会への参
加。
〇工会女性部事業の実
施（時津警察署と園児と
の交流）
・鍵にゃん誕生日会参加
・七夕飾り付け参加
・クリスマスツリー飾り付
け参加

〇長崎県犯罪のない安
心・安全まちづくり宣言
の募集に係る周知を行っ
た。
〇全国交通安全運動の
実施について、周知を
行った。

〇長崎県犯罪のない安
全・安心まちづくり推進
県民会議への参加。

〇屋外防犯カメラによる24時
間常時録画と警察への協力。
〇吉井町街路灯組合、世知原
街路灯部会、小佐々町街路灯
組合を支援し、各町内の街路
灯維持により夜間防犯を図っ
た。

（一社）　長崎青年会議所　

〇長崎県犯罪のない安
全・安心まちづくり推進
県民会議への委員参
加。
〇長崎市安全・安心まち
まちづくり推進協議会へ
の委員参加。

〇ポスター、チラシの掲
示。

〇青年育成事業の実施。

浜市商店連合会

〇長崎警察署、丸山交番
と連携し、地域の安全安
心に繋がる活動を行っ
た。
〇長崎中央消防署と連
携し、５月消防訓練を実
施した。（石丸文行堂に
て）

〇アーケード内放送設備
を活用し、特殊犯罪等へ
の注意喚起を行った。
（振り込め詐欺、自転車・
スケートボードの乗り入
れ禁止、ポイ捨て、喫煙
禁止等）

〇冬季（１２月）夜警活
動を実施。
〇アーケード設備の点検
を実施した（夜間照明）。
施工業者を使った補修
工事実施。

〇万引き防止活動につ
いては各店で実施継続
中。
〇浜んまちガーデン内に
おける高校生への声か
け。
〇丸山交番との連携。

〇定例開催の理事会で
情報を共有し、対策等を
協議した。

〇交通安全協会が主催
する街頭キャンペーンは、
５月春の交通安全運動、
９月秋の交通安全運動
に参加。

〇防犯カメラ運用規定遵守と
捜査への協力を行った。３２
件。
〇通勤通学及び夜間の通行
に配慮したアーケード照明の
点灯。また、冬季・雨天時の照
明時間の柔軟運用を行った。

させぼ四ケ町商店街協同組合
〇防犯カメラの閲覧、撮
影の協力。

〇ポスターの掲示、街内
放送での呼びかけ。

〇売台の設置状況の見
回り、道路・アーケードの
天井の破損等の見回り。

〇防犯カメラの運用・犯罪捜
査協力。

（株）ファミリーマート　九州リージョン

〇県警との連携（防犯活
動）

〇関係部署から依頼が
あったポスター・チラシ等
を店舗で設置・掲示し協
力を行った。

〇有害図書は原則販売
しておりませんが、随時
確認実施。

〇県民会議実施時は可
能な限り参加。

〇全店防犯カメラ設置。
〇特殊詐欺防止について各店
にて声掛け等実施。

〇セーフティーステーショ
ン活動実施。

長崎県金融機関防犯連絡協議会

〇各地区の金融機関防
犯協会と地元警察署と
連携した防犯訓練（振り
込め詐欺等未然防止訓
練を含む）の実施。

〇「犯罪のない安全・安
心まちづくり推進旬間ポ
スターを会員向け配布。
〇県警の要請に基づく会
員へのタイムリーな広
報。

〇県警本部より講師を招き会
員向けに防犯業務実務担当
者研修会を開催。

〇各地区防犯協会開催
の防犯運動への参加
（各地区金防協）
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 事業者・団体名 関係機関との連携活動 広報・啓発活動 パトロール活動
少年の非行防止

青少年の健全育成活動
安全・安心まちづくりに
ついての話し合い、協議

 防犯研修会（教室）
 の開催

街頭活動、街頭キャン
ペーンの実施 ・参加

犯罪防止に配慮し た
環境整備

そ　の　他

日本貸金業協会長崎県支部

〇警察に対し、ヤミ金被
害等に関する情報提供
を行った（協会本部より
警視庁へ）
〇行政機関・消費生活セ
ンターへの訪問等を行
い、各種情報の共有化を
図った。
〇開催された多重債務
協議会に資料を提出の
上、参加した。

長崎県校長会

〇学校区内の「こども
110番の家」の周知を図
るとともに、交通指導員、
少年補導員、警察等との
連携・協力のもと、情報
の共有化や啓発活動を
行った。

〇「長崎っ子の心を見つ
める教育週間」を実施
し、学校・家庭・地域で子
供についての情報の共
有化を図った。
〇保護者連絡用のアプリ
を活用し、啓発を図った。

〇学校区における「100
人パトロール」や学校区
内の地域行事等でのパ
トロールを実施した。

〇育成協の協力による
ネットワークパトロールを
実施した。

〇学校区内にある地域コ
ミュニティ協議会等にお
いて、情報交換・情報共
有を行った。

〇各学校で警察等関係機関
に協力していただき、メディア
研修会等を実施した。

〇「ココロねっこパトロー
ル」へ参加した。

〇通学路の死角、たまり場、空
き家等の危険箇所がないか
確認を行った。
〇防犯ブザーの点検を促し
た。

長崎県高等学校長協会

〇学年集会やホームルー
ムで情報提供し、注意喚
起を行った。

〇各校ごとの巡視を各校
の状況に応じて実施し
た。

〇地域や各種イベントで
の巡視を実施した。また、
学校行事において、保護
者による挨拶運動を実
施した。

〇学校評議員会や地区
育成協議会において、地
域の方々と情報共有を
行った。

〇外部講師を招へいして薬物
乱用防止教室や危機管理教
室を実施した。

長崎県私立中学高等学校協会
〇もってこいネットワーク
通信の回覧。

〇長崎県犯罪のない安
全・安心まちづくり推進
県民会議への出席。

長崎県私立幼稚園・認定こども園連合会

〇各加盟園における「生
活安全ニュース」「もって
こいネットワーク通信」の
活用。

〇各学校区内におけるパ
トロール活動に参加。

〇「子どもを守る長崎ひ
まわりプロジェクト」への
参加。

〇長崎県犯罪のない安
全・安心まちづくり推進
県民会議へ参加。

〇各加盟園の状況に応じた防
犯カメラ等の導入、ガードマン
等の配置。

〇金融トラブル被害防止
に関する啓発資料等を
窓口に備置及び配置し、
消費者等の被害防止・
啓発を行った。
〇協会のホームページに
悪質業者の社名や手口
を公表し、注意喚起を
行った。
(https://www.j-
fsa.or.jp)
〇消費者等からの相談
に応じ、貸金業登録の有
無等の調査及び対応に
ついて助言、回答を行っ
た。
〇各種団体等からの要
請に基づき金銭トラブ
ル、悪質商法被害防止
相談対応におけるカウン
セリングの基本・家計管
理支援等に関する講演、
セミナーの講師派遣を
行った。
〇成年年齢引き下げに
伴う若年者向け啓発
ツール（ミニパンフレッ
ト）を窓口等に備置する
とともに関係先へ配布
し、若年者の金融トラブ
ル被害防止・啓発を行っ
た。
〇若年者金融トラブル
ホットラインを開設し、対
応にあたった。
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 事業者・団体名 関係機関との連携活動 広報・啓発活動 パトロール活動
少年の非行防止

青少年の健全育成活動
安全・安心まちづくりに
ついての話し合い、協議

 防犯研修会（教室）
 の開催

街頭活動、街頭キャン
ペーンの実施 ・参加

犯罪防止に配慮し た
環境整備

そ　の　他

長崎県ＰＴＡ連合会

〇県警及び県教委、県こ
ども未来課等の関係諸
機関との連携強化。

〇児童生徒の登下校時
における子どもを見守る
活動と校区内のパトロー
ルの実施。

〇いじめ防止及びいじめ
根絶を目的とした児童生
徒対象の「いじめ防止標
語コンテスト」を実施。県
内応募総数232校、
23,802作品。
〇スマホ・携帯電話等の
フィルタリング研修会の
みにとどまらず、ゲーム機
等も含んだネット全般に
わたる保護者向けネット
研修会を一部の各郡市
PTA連合会や単位PTA
で実施。
〇家庭教育力の向上を
めざして「三行詩コン
クール」を実施した。優秀
作品は県Ｐ連で表彰し、
さらに全国コンクールへ
推進した。

〇損害保険会社と連携
してPC・スマホで閲覧で
きる「あんぜんｍｙマッ
プ」を県Ｐ連が提供し、
会員への周知に努めた。

〇「ダメ。ゼッタイ。」ヤン
グ街頭キャンペーン、ココ
ロねっこパレードへ参加。

長崎県私立中学高等学校ＰＴＡ連合会
〇もってこいネットワーク
通信の回覧。

〇長崎県犯罪のない安
全・安心まちづくり推進
県民会議への出席。

県民会議壱岐支部

〇保護司会とともに、街
頭補導活動を行う。また、
壱岐保健所からのポス
ター等の配布があり、薬
物撲滅運動の啓発活動
の推進を行った。

〇青色回転灯パトロール
車でのパトロールを実施
した。

〇県下一斉パトロールに
参加し、啓発活動の推進
を実施することができた。

〇少年の万引き、自転車
等の窃盗などを起こさな
いよう地域での情報交
換や環境づくりを行なっ
た。

〇県民会議壱岐支部会
議他、暴力追放推進協
議会、防犯協会連合会、
保護司会等などで犯罪
のない安全・安心まちづ
くりについての協議を
行った。

〇交通安全運動キャン
ペーン等において、チラ
シ、啓発用グッズの配布
を行った。

〇市内各港、空港、主要な道
路交差点の防犯カメラの常時
運用（常時録画）できるよう維
持管理に努めることができた。

県民会議新上五島支部

〇防災行政無線放送に
て住民の犯罪意識の高
揚を図るための啓発活
動を実施。

〇犯罪のない安全・安心
まちづくり推進旬間の１０
月１１日に防犯パトロー
ルを実施（魚目小学校
区）

〇青少年柔剣道大会を
実施（１１月１９日開催）

〇新上五島町生活安全
推進協議会を開催（９月
２８日開催）

〇防犯パトロールの際に
各家庭のポスト等へ啓発
チラシを投函。

県民会議五島支部

〇警察・町内会等と連携
し、防犯巡視活動を実
施。

〇公共機関等に啓発ポ
スターを掲示。
〇防犯パレードへ参加。

〇防犯巡視活動６回。
〇青パト・見守り活動７
回。

〇年金支給日に合わせ
て、商業施設でのニセ電
話詐欺被害防止キャン
ペーンへ参加４回。
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